· 幾何減衰として地中１０００ｍ深さで入射波を計算し、それを基盤波として増幅率を乗じた

· 収束計算数は１０００

· omega2009-v1.exeを起動、入力はomega2009-S12.csv（減衰無し）
· grfftpxA.exeで、４つの入射波を計算（waveB-1.csvからwaveB-2.csv）

· multi4x.exeで、４つの地表波を計算（waveS-1.csvからwaveS-2.csv）。

· 地盤データはsoil_dat.csvで、減衰無はQ=9999で代用

· ３波形はseed=1のX成分と、seed=2のX、Y成分の３波を用いた（S12+000-hisada.csvからS12+010-hisada.csv）
· 振幅スペクトルはtran1x.exeより計算（S12+000-hisada-amp.csvからS12+010-hisada-amp.csv）

